
作家 アドリアン・リース氏について 

 
2015年10月 個展開催のため来日 (KANEKO ART TOKYO / 東京・岩本町にて) 

アドリアン・リース（1957年、オランダ・アムステルダム生まれ）は、現在アムステルダムと中国・景徳鎮の

2拠点を中心にアーティストとして活動しています。大規模なプロジェクトや公共空間のための作品で知られて

いるリースは、陶・磁器による彫刻表現を中心に、他にもブロンズ、ガラス、テキスタイル、石膏、石など

様々な素材を使った彫刻やインスタレーション作品を制作しています。 

また近年は、写真やビデオ、パフォーマンス制作も手掛け、その表現の幅を広げています。 

リースは2000年代以降、アジア、特に日本、韓国、中国への旅を通じて、これらの文化に強い影響を受けまし

た。彼は現在、中国の景徳鎮にも居を構え、地元の何千人もの職人たちに混じって、自身のスタジオで制作を

行なっています。 

 

彼の社会人としてのキャリアのスタートは、母国オランダでの理学療法士としての仕事でした。3年半の勤務の

のち、彼はある決断をしました。彼は幼い頃から、人間のからだに興味がありました。そして同時に絵を描く

こと、アートに触れること、何かをつくること、そのようなこともとても大好きでした。彼は自身の仕事とし

て理学療法士を選びましたが、それでも届かない何かがあると感じ、順調だった彼の仕事を手放し、美術大学

で再び学び直すことを決めました。 

 

彼が初めて日本に来たのは、1998年のこと。そのとき彼は、オランダのハーグにあるストルクチュール68のマ

ネージング・ディレクターであるトロンピー氏の紹介状を携え、京橋の「かねこ・あーとギャラリー」を訪れ

ました。先代オーナーの金子多朔との出会いを通じて、彼は日本での活動を開始。個展の開催、作品集の日本

語版の刊行などを経て、滋賀県立陶芸の森ほか各地に招かれ滞在制作を行なうなど日本との縁を深めました。 
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2022年に計画している日本での活動について 

 

 

 

2021年5月 ベルギーでのパフォーマンス映像より (Coppejans Gallery / ﾍﾞﾙｷﾞｰ･ｱﾝﾄｳｪﾙﾍﾟﾝ) 

今回計画されているアドリアン・リースの来日招致プロジェクトは、2015年10月以来、実に約7年ぶりとなる

日本での新作発表の展覧会と、日本では初めてとなる新作パフォーマンスの発表を企画しています。 

前回の来日(帰蘭)直後に先代オーナーが倒れたこともあり、彼の日本におけるプロモーションは長くストップ

していました。彼自身は引き続きヨーロッパそして中国で着実に足場を広げていましたが、同時に日本への 

特別な思いは彼の中に長く残り続けることとなりました。 

彼は自分をコスモポリタンだと認識しています。そしてまるで放浪者のように世界を歩き回りながら、自分の

作品がユーラシア大陸の東と西、アジアとヨーロッパの文化の対話の架け橋になることを思い描いています。 

ヨーゼフ・ボイスへのオマージュをベルギーのギャラリーと共に企画するなかで、彼はボイスが日本へのアプ

ローチを完遂することなく旅立ち、彼がやり残した仕事の一つとして今ここにあるのだということを感じるよ

うになりました。彼はそれを引き継ぎ、新たな形で、今この時代にそれを実現させたいと考えています。 

 

計画されている活動； 

1) 4部作からなるパフォーマンスワークの実演(日本のミュージシャン、ダンサーとの共演による)。    

協力：江ヶ崎八幡神社 (横浜市)、TS4312 (東京・四谷三丁目) ほか。  

2) kaneko art gallery (横浜市) での新作を中心に、旧作もミックスした展覧会。 

3) Gallery KTO (東京・神宮前) での新作を中心に、旧作もミックスした展覧会。 

4) 駐日オランダ大使館の後援による上記各プロジェクトの開催 (申請中)。 

5) 映像作品、及びブックレット・アーカイブ制作と広報活動。 

 

1)については昨年5月のベルギーでのパフォーマンス「Drei Hasen」(3匹の野ウサギ)をベースにしながらも、

日本でのインスピレーションを取り入れた全く新しいものを構想制作しています。 

これには日本の神話から『因幡の白兎』の要素を取り入れたものになる予定です。 
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